
第6学年
2月23日

「国語」学習指遜案
(金) 2階A室 10

単元名プロジェクトK大賞

単元について

単元
目標

ことぱの力は,知識・技能の獲得によって一朝ータに伸びるという性質のものではない。日々,こど

ぱへの意識や感度を高め,少Lずっ積み上げることで,徐々に体得できてゆくものである。走ることに

例えるならば,1日だけ51寺問走るよりも,毎日10分1力月走り続けるほうが走力が伸びるのは明ら

かだが,ことぱの力も同様であろう。まさに所畦続は力なり」である。

そうした経験を6年生の子どもたちにも利Vνでほしいど頒い,4月から「プロジェクトK」と称した

ことばをテーマにした家庭学習を続けてきている。プロジェクトKの「K」は,匡玲吾・ことぱ,興味'

関心,計・画角畦続,工夫,記録,こだわり・・・等の頭文字。ことわざ・憤用句,百人一首,新開スタラツプ,

名言集,例y酬乍り,一旨日記,謬武"記録,アンソロジー作り,物語創作一等々,佃ルが思い,思いに決め

0友達の取り網.みや作品の優れた点をとらえ,その魅力を具体的に示しながら拍執ぢする。
0ブロジェクトKの経験や学びを振り返り,今後の学習に生かそうとtる。

00 ~ 1 0

たテーマにえ畷喨して取り組んでいる。日々は,およそ

右記の約東のもと進めており,月に1度ノートを持参

し,友達と交換して見合0たり振り返0たりして,そ

れぞれに充実を図りながら進めてきた。

卒業も近づいてきた今,1年閉の取り組みを振り返

40 話し合い

り,それぞれの学びや取り組みの良さを自分事として相互評価し合夕易をっくりたいと老え,学級の rプ
ロジ=クトK大賞」として,代表作品を選出し,他クラスに紹介し合う活動を計画Lた。日頃の自己評

価での観点,塔讐続的な積み上げ」「ノートの充実信羊しさ・丁寧さ)」「オリジナルとなる工夫納分ら

しさ)」を生かし,互いの作品だけでなく,取嘴握みの背景や苦労にも思い至るようにしたい。

本時は,審査員による代表選芳会のようなイメージで,候剤H乍品を推薦し合い,その魅力のプレゼン
テーションと話L合いにより,それぞれの取り組みの成果をとらえ,発信できる場'としたい。

3 学習指導計画(6時間目/全8時間)

(1時間)(1)「プロジェクトK大賞1 の趣旨をとらえ,具体的な進め方をぢぇる。
(別寺R励(幻お互いのプロジェクトKのノートを読み合い,推薦したい候祁H乍を選定tる。
(2時問)(3)候補作を推薦するためのプレゼンテーションの準備をする。

(2時間・本時1/2)(4)各賞の候補作を推薦し,話L合って選老する。
( 11寺H励(5)「プ江ジェクトK大賞」発表会で,各賞に選ぱれた作品を学年に紹介する。

4 本時の学習について

(1)本時のねらい

候補作を推薦するプレゼンテーションを聴き合い,それぞれの魅力をとらえて,受賞にふさわしい

作品を選ぶ話L合いを建設的に行う。

(2)予想される本時の展開

10

授業者片'1_Ⅱ

55~11:45

キ111首'

【プロジェクトK 進め方の約束】
0ことばに絢する学習テーマとめあてを自分で決める。

0宗庭学習として,週2回以上,雛統Lて取り組む。

0月付を入れて',取り純みについて記録L,井き残t。

0オリジナルの敗り組みとなるよう工夫Lて進める。

1 本時で取り上げる賞を硫認tる。

2 候1削乍品の魅力をプレゼンテーションする。

3 賞にふさわしい作品を決めるため,それぞ

れの魅力について話し合う。

4 学習感恕、を,1<。

主な学習活動と子どもの姿

口授業後の話し合いで話題にしたいこと

.候1側乍の選芳のための話し合いを通して,他者の作品の魅力を自分事としとらえられていたか。

0部門賞の内容は事前に話し合って決めておく。

0作品の紹介だけでなく,作品や取り想みの経

緯や苦景を含めた説得力のある推薦を促す。

0必要に応じて,部門賞の在り方も検討tる。

0候打捌乍と話し合いで得た学びを記述させたい。
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